
資料 ３

九州地方整備局

令和４年度
新規事業候補箇所説明資料

一般国道２１８号（九州横断自動車道延岡線）
矢部清和道路



１．対象地域の状況

２．一般国道２１８号矢部清和道路の概要

３．一般国道２１８号矢部清和道路の課題と整備効果

４．費用対便益分析結果

５．とりまとめ

九州地方整備局

1



１．対象地域の状況
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○ 九州横断自動車道 延岡線は、熊本県上益城郡

御船町を起点として、宮崎県延岡市に至る高規格

道路。

対象地域の状況

１．九州横断自動車道 延岡線の概要
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九州横断自動車道 延岡線

延長10.3㎞
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一般国道218号
矢部清和道路
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※R4.3月現在の道路網

※未供用区間のインターチェンジ名称は仮称
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合志市
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五木村

人吉市

大分県
熊本県

高千穂町

五ヶ瀬町

山都町
-42.6％

（約1.4万人）

宮崎県

日之影町

２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

２．人口・高齢化

対象地域の状況

○対象地域（山都町）の人口伸び率は、熊本県や全国平均を下回り、減少傾向にある。また、若い世代の割合
も全国平均に比べ低い。

資料：R2国勢調査

【年齢別人口割合】

【人口の推移】
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【人口増減率の状況】

※ H2とR2の国勢調査結果の比較 ※（）内はR2の人口

や ま と く ま も と

資料：H2～R2国勢調査
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ちょう

65歳以上
（老年人口）

15～65歳未満
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15歳未満
（年少人口）

山都町

資料：H2・R2国勢調査
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２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

３．交通特性

対象地域の状況

○山都町と熊本市、五ケ瀬町との結びつきが強く、移動目的は通勤・通学が約７割から約９割を占める。

○通勤通学時における利用手段の約８割が自動車であり、自動車の利用は年々増加傾向にある。

【通勤通学の交通手段】

【現況交通流動】
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宮崎県

熊本県

山都町

熊本市

五ヶ瀬町
延岡市

熊本空港

１百台/日

１百台/日

1百台/日以下

1～5百台/日

5～15百台/日

15～30百台/日

30～45百台/日

大分県

※100台未満は1百台/日とする

【山都～熊本、山都～五ヶ瀬間の移動目的】

■山都～熊本間

■熊本県

■対象区間(山都町)

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査 資料：H2～H22国勢調査

日之影町

高千穂町

■山都～五ヶ瀬間

通勤・通学
７３％

業務・物流
１９％

観光・余暇など
４％

その他 ４％

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査

通勤・通学
９５％

業務・物流
４％
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38%

10%
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15%

21%

21%

25%

47%

69%

72%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山都町

熊本県

九州

全国

第一次産業 第二次産業 第三次産業

２．地域の現状と課題（観光振興）２．地域の現状と課題（人口・暮らし） 対象地域の状況

４ ．地域の特色

○山都町は、第一次産業の就業比率４割と全国や九州、熊本県平均に比べて非常に高い地域である。

○山都町の第一次産業総生産額は野菜が約４割、林業が約２割を占め、町内における野菜生産シェアの半数

を占める夏秋トマトは熊本県内２位の出荷量、林業は県内３位の生産量を誇る。

〇山都町周辺には、「通潤橋」や「幣立神宮」、「蘇陽峡」、「高千穂峡」など著名な観光地が広く点在する。

【対象地域周辺の観光地】

【部門別就業人口比率】
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※第一次産業：農業･林業 第二次産業：製造業 第三次産業：サービス業

資料： H27国勢調査
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第1次産業：約４割

通潤橋

※ 観光客数は、R2観光入込客数
資料：令和2年熊本県観光統計表、山都町統計資料(R2)、高千穂町観光統計(R2)
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山都町の夏秋トマトの出荷量は県内２位

【熊本県の夏秋トマト出荷量】
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た か ち ほ

熊本県
く ま も と

県内２位

山都町における野菜の生産シェア
はトマトが圧倒的に多い

【山都町の野菜の生産シェア】
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【熊本県の林業生産量】

県内３位

資料：2015農林業センサス

山都町の林業生産量は県内３位

人吉市 阿蘇市山都町 高森町八代市

資料：平成30年 市町村別農業産出額（推計）
データベース（詳細品目別）
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50％
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山都町における野菜と林業の生産額
が占める割合は高い

【山都町の第一次産業総生産額】

H30年度
総生産額
6,539

(百万円)

資料：H30熊本県市町村民経済計算統計表
H30市町村別農業産出額

※ H30熊本県市町村民経済計算統計表で算出した農業84％（山都町）
をH30市町村別農業産出額の各項目毎で乗算して算出。
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２．一般国道２１８号矢部清和道路の概要
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445

218

0 500m 1km 2km 3km

218

218

・R1 .9 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・R3 .9 ：第2回九州地方小委員会
・R4 .1 ：第3回九州地方小委員会
・R4 .1 ：対応方針（概略ルート・構造）の決定

【計画概要】

【事業の経緯等】

一般国道２１８号矢部清和道路の概要

・事 業 名：一般国道２１８号（九州横断自動車道延岡線） 矢部清和道路

・区 間：熊本県上益城郡山都町城平～熊本県上益城郡山都町大平

・延 長：約10.3km ・車線数：2車線 [自動車専用道路] ・計画交通量：約11,400台／日

・全体事業費：約740億円

【標準断面図】

・一般部

・トンネル部

や べ せ い わ

（単位：ｍ）
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・橋梁部
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道の駅 通潤橋
つうじゅんきょう

山都町役場
やまとちょう

道の駅 清和文楽邑
せいわぶんらくむら

山都町役場清和支所
やまとちょう せ い わ
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【事業位置図】
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一般国道２１８号 矢部清和道路 延長 10.3㎞
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九州横断自動車道延岡線

（嘉島JCT～矢部IC）

のべおか

事業中

かしま や べ

7,087台/日

5,305台/日

304台/日

982台/日 406台/日

1,787台/日

5,558台/日

664台/日
凡 例

対象区間 市街地（集落）

事業中区間 交通量

調査中区間 主な施設

一般国道 橋梁構造

主要地方道 トンネル構造

一般都道府県道 平面線形の厳しい箇所

県境界線 縦断線形の厳しい箇所

交通量台/日

○○施設

（H27一般交通量調査)

406台/日



３．一般国道２１８号矢部清和道路の
課題と整備効果

九州地方整備局
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１．信頼性の高い道路ネットワークの確保

【課 題】

●国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に指定されており南海トラフ地震発生時における宮崎県北部、大分県南部

地域の想定被災者数約14万人を支援する重要な路線。

●当該区間がある山都町は、河川の氾濫や土砂災害等の自然災害が県内で最も多く、土砂災害危険区域、浸水想定区域が

集中し、被災リスクの高い脆弱な区間が存在。

【整備効果】
○現道の課題箇所を回避し、災害時の代替路機能が確保され、救援活動においても信頼性の高い道路ネットワークを確保。

〔国道218号における土砂災害危険区域の回避〕 【現況】８箇所 → 【整備後】0箇所
〔国道218号における浸水想定区域の回避〕 【現況】６箇所 → 【整備後】0箇所

一般国道２１８号矢部清和道路の課題と整備効果

並行現道

・土砂災害危険区域：８箇所
・浸水想定区域：６箇所

(仮)矢部IC
熊本県
く ま も と

山都町
や ま と ちょう 218

218

445

写真１

大矢川

緑川

0

100

200

300

※直近5年間(H28-R２)の年平均自然災害件数

御船町芦北町山都町 阿蘇市 益城町(件)

県平均：43件

211

154
112

熊本県で最も
災害発生件数が多い

95 89

資料：熊本県提供

■年平均災害件数(H28-R2) ■国道218号の現道状況

▲国道218号ののり面崩壊状況
(H28.7)

：浸水想定区域（山都町）
：R218にかかる浸水想定区域
：土砂災害警戒区域・特別警戒区域
：R218にかかる土砂災害警戒区域・特別警戒区域

みやざき おおいた

や ま と ちょう
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嘉島
JCT

益城熊本
空港IC

熊本IC

城南
SIC

松橋IC

山都
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25%
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75%
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２．救急医療活動の支援

【課 題】

●山都町の救急搬送は管外搬送が約７割を占め、熊本市内の第三次救急医療施設に搬送。

●熊本市内の第三次救急医療施設への搬送に60分以上を要する医療サービスの低い地域にあり、速達性が課題。

【整備効果】

○山都町から熊本市内の第三次救急医療施設への速達性が確保され、円滑な救急医療活動を支援。

〔山都町役場清和支所～済生会熊本病院の搬送時間〕

【現況】60分→【整備後】47分（約13分短縮）
資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

一般国道２１８号矢部清和道路の課題と整備効果

資料：上益城消防組合消防本部

※1:ドクターヘリ件数、搬送先不明件数は除く

N=683件※1
N=442件※1

約7割

約7割
管外搬送

65％

管内搬送
35％

熊本市内の
第三次医療施設

71％

熊本市内の
その他医療施設

29％

熊本市外 1％

救急搬送 管外搬送先

山都町

高森町

美里町

南阿蘇村

西原村

益城町

嘉島町

五ヶ瀬町

熊本市

現況：約60分

宮崎県

熊本県

■山都町の救急搬送先内訳(R2) ■山都町から済生会熊本病院への所要時間

※2:小数点以下の関係で合計が100％にならない場合がある

：第三次救急医療施設

・山都消防署管轄内の搬送患者の約半数を熊本市内まで搬送している。
搬送ルートとなる国道が途絶すると患者の命に関わります。

・搬送ルートである国道218号、国道445号はカーブが多く、患者への大き
な負担となっていたが、九州中央自動車道の整備で安静な搬送、搬送
時間短縮による救命率の向上に繋がります。

【上益城消防組合 山都消防署へのヒアリング結果】

資料：H３０．７ヒアリング調査

・病人の搬送を経験した。少しでも病人への負担が少ない安全な道路を願う。一分でも早く病
院に着きたかった。(高千穂町/40代男性)

・友人が怪我で救急搬送された際に、そよう病院から熊本市内の病院に転院搬送されたが、
時間もかかり揺れも酷く、非常に辛い思いをしていたので、地域からアクセスしやすく速達性
の高い道路が必要と感じた。（福岡県福岡市/20代男性）

【第２回意見聴取（R3.9.17～R3.12.17）における地域の意見】
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３．物流効率化により地域産業を支援

【課 題】

●熊本県の木材生産額は全国５位、山都町は県内３位の林業素材生産量を誇る地域。

●原木は国道218号を利用して山都町から八代港へ輸送し、中国、韓国など海外へ輸出。

●輸送経路である国道218号は、道路線形の厳しい箇所が多く存在し、大型車の横転事故が発生するなど、輸送効率が低
下しており、走行性に課題。

【整備効果】

○並行する国道218号の線形が厳しい箇所の回避により走行性が向上し、円滑な輸送の実現による地域産業の振興を支援。

〔輸送経路である国道218号の線形が厳しい箇所〕
【現況】25箇所<平面：18箇所、縦断：７箇所> → 【整備後】 ０箇所

〔阿蘇森林組合 清和加工所～八代港の輸送時間〕
【現況】 75分 → 【整備後】 64分 （約11分短縮）

12

一般国道２１８号矢部清和道路の課題と整備効果

▲交通事故状況

資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

(仮)清和IC

218

218

265

265

445

443

443

あ そ

せ い わ

木材生産額：熊本県全国５位
林業素材生産量：山都町県内３位

現況：約75分

八代市
やつ し ろ し

重要港湾
八代港

■八代港までの輸送ルートと輸送時間

▲原木輸送の状況

至 熊本市

至 高千穂町

至 熊本市

至 高千穂町

線形が厳しい箇所
での横転事故

資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

熊本県
く ま も と

熊本市
くま もと し

山都町
や ま と ち ょ う

宮崎県
みやざき

道路線形が厳しい箇所：25箇所
（平面:18箇所,縦断:７箇所）

：平面線形の厳しい箇所(R＜150m)
：縦断線形の厳しい箇所(i＞5%)

く ま も と や ま と

や ま と やつ しろ ちゅうごく か ん こ く

あ そ せ い わ やつ しろ

ち ょ う

ち ょ う

至 高千穂町

至 熊本市



４．費用便益分析結果

九州地方整備局
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費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約533億円

約599億円走行経費減少便益 約52億円

交通事故減少便益 約14億円

事 業 費

事業費

改良費 約302億円

約740億円
（約516億円）

約858億円
（約547億円）

橋梁費 約72億円

トンネル費 約198億円

その他工事費 約48億円

用地補償費 約12億円

間接費 約109億円

維持管理費
約118億円
（約31億円）

599億円
1.1＝

547億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※嘉島ＪＣＴ～延岡ＪＣＴを対象とした場合

合 計

5,255億円
1.3＝

4,001億円※

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

合 計

※現在価値化後

注）費用の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致していない。



５．とりまとめ

九州地方整備局
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0%

25%

50%

75%

100%

(仮)清和IC

効果２ 救急医療活動の支援[◎]

・山都町から熊本市内の第三次救急医療施設への速達性が確保され、円滑な救急医療活動
を支援。 ［図５］

資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

○山都町役場清和支所～済生会熊本病院の搬送時間
【現況】 60分 ⇒ 【整備後】 47分 （約13分短縮）

さ い せ い か い く ま も とや ま と ち ょ う

く ま も とや ま と ち ょ う

資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

並行現道

・起終点：熊本県上益城郡山都町城平

～熊本県上益城郡山都町大平

・延長等：10.3km（第1種第3級、2車線、設計速度80㎞/h）

１．事業概要
か み ま し きく ま も と

・現道の課題箇所を回避し、災害時の救援活動においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを確保
・第三次救急医療施設へのアクセス性向上により、救急搬送などの救急医療活動を支援
・重要港湾への道路ネットワークの確保による、物流効率化により地域産業活動を支援

おおひら

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.3
（1.1）

5.6%
（4.5%）

4,001億円
（547億円）

5,255億円
（599億円）

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ランク）

累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

25
（18）

0.50
〔C〕

（0.36）
〔C〕

0.19
〔B〕

（0.35）
〔C〕

▲284.3

（▲4.3）

0.17

（0.03）

0.39

（0.04）
◎

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCT・ICを対象に一体評価とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象に個別評価とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(R3年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCT・ICを対象とした場合、下段( )書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

①災害に対して脆弱な道路ネットワーク

２．課題

一般国道２１８号（九州横断自動車道延岡線）矢部清和道路に係る新規事業採択時評価
や べきゅうしゅうおうだん

か み ま し きく ま も と や ま と ち ょ う

乗用車 約7,400台/日

小型貨物 約1,600台/日

普通貨物 約2,400台/日

・全体事業費：

約740億円

・計画交通量：

約11,400台／日

効果１ 信頼性の高い道路ネットワークの確保[◎]

・国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に

指定されており南海トラフ地震発生時における

宮崎県北部、大分県南部地域の想定被災者数

約14万人を支援する重要な路線。

・当該区間がある山都町は、河川の氾濫や土砂

災害等の自然災害が県内で最も多く、土砂災害

危険区域、浸水想定区域が集中し、被災リスクの

高い脆弱な区間が存在。

［図２、図３、写真１］

図２ 国道218号の現道状況

図３ 年平均自然災害件数
(H28-R２)
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凡例
広域拠点 ：A

交通拠点 ：B

地域拠点 ：C

被災拠点 ：D

図１ 事業位置図

②第三次救急医療施設への低いアクセス性

図５ 山都町から済生会熊本病院への所要時間

・山都町の救急搬送は管外搬送が約７割を占め、

熊本市内の第三次救急医療施設に搬送。

［図４、図５］

く ま も と

・熊本市内の第三次救急

医療施設への搬送に60分

以上を要する医療サービ

スの低い地域にあり、速達

性が課題。

③物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・熊本県の木材生産額は全国５位、山都町は県内３位の林業素材生産量を誇る地域。 ［図６］

・原木は国道218号を利用して山都町から八代港へ輸送し、中国、韓国など海外へ輸出。

・輸送経路である国道218号は、道路線形の厳しい箇所が多く存在し、大型車の横転事故が発生す
るなど、輸送効率が低下しており、走行性に課題。［写真２、写真３］

や ま と ち ょ うく ま も と

効果３ 物流効率化により地域産業を支援[◎]
・並行する国道218号の線形が厳しい箇所の回避により走行性が向上し、円滑な輸送の実現による
地域産業の振興を支援。［図６］
○輸送経路である国道218号の線形が厳しい箇所

【現況】25箇所<平面：18箇所、縦断：７箇所> ⇒ 【整備後】 ０箇所

○阿蘇森林組合 清和加工所～八代港の輸送時間
【現況】 75分 ⇒ 【整備後】 64分 （約11分短縮）
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３．整備効果

図４ 山都町の
救急搬送先内訳(R２)

資料：上益城消防組合消防本部

※1:ドクターヘリ件数、搬送先不明件数は除く
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資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出

図６ 八代港までの輸送ルートと輸送時間

資料：ETC2.0（R1.10 平日昼間12h平均旅行時間）
※九州横断自動車道延岡線の事業中区間は、80km/hで算出
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○国道218号における浸水想定区域の回避 【現況】６箇所⇒ 【整備後】０箇所
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・土砂災害危険区域：８箇所
・浸水想定区域：６箇所

道路線形が厳しい箇所：25箇所
（平面:18箇所,縦断:７箇所）

：平面線形の厳しい箇所(R＜150m)

：縦断線形の厳しい箇所(i＞5%)

救急搬送 管外搬送先※2

N=683件※1

管外搬送
65％

管内搬送
35％

N=442件※1

熊本市内の
第三次医療施設

71％ 約7割

約7割
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※2:小数点以下の関係で合計が100％にならない場合がある

：第三次救急医療施設

：浸水想定区域（山都町）

：R218にかかる浸水想定区域

：土砂災害警戒区域・特別警戒区域
：R218にかかる土砂災害警戒区域・特別警戒区域
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せ い わ

・現道の課題箇所を回避し、災害時の代替路機能が確保され、救援活動においても信頼性の高
い道路ネットワークを確保。 ［図２］

せい わ

至 高千穂町

至 熊本市



一般国道２１８号（九州横断自動車道延岡線）矢部清和道路に係る新規事業採択時評価
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： 10.3km
土工延長 ： 7.1km （69%）
橋梁延長 ： 0.7km （7%）
トンネル延長 ： 2.5km （24%）

全体延長

1,787台/日
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正面衝突 車両単独 追突 出会い頭 右折 左折 その他

③被災リスクが高い幹線道路

①安心、安全な暮らしへの支障
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56 52 45
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⑤限られた横断軸の緊急輸送路が脆弱
○熊本地震の発生時には、円滑な物資輸送に大きな

影響を与えた。(写真①)

○災害時でも救護・物資輸送を果たす信頼性の高い

ネットワーク構築が課題。(図６)

九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）における計画段階評価

１．九州中央地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①走行性の確保や安全性の向上による安心した暮らしの支援
②速達性、走行性の向上による救急医療活動の支援
③速達性、走行性、安全性の向上による産業の活性化支援
④速達性、定時性の確保による観光振興の支援
⑤災害時に機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築

図7 国道218号の道路状況

④観光拠点への低いアクセス性

①線形が厳しい箇所が多数存在
○国道２１８号は、平面線形や縦断線形が厳しい箇所が連続しており走行性が低く、走行時の

安全性確保、安静搬送、円滑な輸送に影響。 （図７、写真②、③、④）

○当該区間は土砂災害危険区域や浸水想定区域が集中し、被災リスクが高い。（図７）

○また、国道２１８号は熊本～延岡間を結ぶ幹線道路であるが、災害時の代替路が確保されてい

ない。

③地域産業への支障

図6 南海トラフ地震被災時の緊急輸送ルート

そ よ うや べ

至 熊本市

至 高千穂町 R=75m

▲線形が厳しい箇所（写真②）

至 熊本市

至 高千穂町

R=65m

▲線形が厳しい箇所（写真③）
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〇 m
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健軍(西部方面総監部)
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横断軸の緊急輸送路
の指定状況

最大津波高

H28熊本地震発生時の
通行止め箇所

写真①

図4 熊本県の夏秋トマト出荷量

人
吉
市

八
代
市

山
都
町

阿
蘇
市

高
森
町

(千㎥)

図3 熊本県の林業生産量
資料：2015農林業センサス

▲R2.3.17 横転事故状況（写真④）
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や べ そよう

：JA選果場
：夏秋トマト輸送経路
：森林組合・支所等
：原木輸送経路
：死傷事故(H28-R1)
：平面線形の厳しい箇所(R＜150m)
：縦断線形の厳しい箇所(i＞5%)

図5 国道218号の交通事故発生状況と物流の搬送状況
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線形が厳しい箇所39箇所（平面線形：29箇所、縦断線形：10箇所）

対象区間の事故件数：26件（H28-R1）

写真②

写真③
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資料：R2作物統計調査

○山都町の重篤患者は熊本市内への管外搬送が

多いが、搬送に60分以上の時間を要している。

(図２)

○高齢の患者が多く、熊本市内への搬送時における

揺れが身体的負担となっている。

○山都町は林業が熊本県第３位、夏秋トマト

が熊本県第２位の生産・出荷量を誇り、林業

や農業が盛んな地域。（図３、図４）

○原木や夏秋トマトなど農産物の輸送時において

荷崩れ及び 荷痛みによる品質低下が課題。

（図５）

八代港
重要港湾

○阿蘇くじゅう･高千穂地域では道路整備を活かして、

阿蘇くじゅう観光圏整備計画との連携を進めている。

○県外からの観光客が多く、九州縦貫道等とのアク

セスや高千穂等の隣接地域間の回遊性を高めるに

は、速達性や定時性が課題。

②高速道路ネットワークが脆弱
○熊本～延岡間を結ぶ高速道路ネットワークが脆弱であり、速達性・定時性が確保されていない。

資料：H28-R1 ITARDAデータ

国道218号
（対象区間）

熊本県内国道

②高次医療施設までの患者搬送に支障

6％
図1 対象区間と県内国道の交通事故類型の割合

407 436 442

338 278 241

0
200
400
600
800

H30 R1 R2
図2 山都町の救急搬送の割合

745件※

55％ 61％
65％
管外

管内

（件）
714件※

※ドクターヘリ件数、
搬送先不明件数は除く

683件※

資料：上益城消防本部

管外搬送が約７割

27％正面衝突・車両単独が県平均の約５倍発生

：死傷事故(H28-R1)
：平面線形の厳しい箇所(R＜150m)
：縦断線形の厳しい箇所(i＞5%)
：浸水想定区域（山都町）
：土砂災害警戒区域・特別警戒区域

※補助国道以上

○当該区間は正面衝突や車両単独事故の発生

割合が熊本県国道平均の約５倍。（図１）
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４．対策案の検討

図８ 矢部～蘇陽における対策案検討
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：【案①】最短ルートを基本に全線別線で整備し、走行性、速達性の向上を図る案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案②】集落や産業施設にアクセスしながら全線別線で整備し、走行性、速達性の向上を図る案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案③】国道218号の線形不良箇所を改良し、走行性、速達性の向上を図る案 （現道改良：V＝60㎞/h）
： 行政界

至

熊
本
市

至

延
岡
市

【案②】別線整備案
<南側ルート>

【案③】現道（国道218号）改良案

【案①】別線整備案
<北側ルート>

至 阿蘇市
至 阿蘇山 至

高
森
町

対応方針(案)：【案②】別線整備案（南側ルート）による対策が妥当凡 例

一般国道 町役場

主要地方道 病院

一般県道 観光施設

町道 産業施設

県境 学校（小中）

線形不良箇所(R<150m) 公共施設

縦断線形不良箇所(i>5%) 神社仏閣・遺跡（包蔵地）

信号交差点（国道218号） 集落

ジオサイト（阿蘇ユネスコジオパーク） 浸水想定区域

土石流危険渓流（発生地域）

凡例 標 高

700ｍ 以上

600 ～ 700ｍ

580 ～ 600ｍ

560 ～ 580ｍ

540 ～ 560ｍ

520 ～ 540ｍ

500 ～ 520ｍ

400 ～ 500ｍ

300 ～ 400ｍ

0 ～ 300ｍ

至 宇城市
至 八代市

九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）における計画段階評価
や べ そ よ う

※1…沿線地域:山都町蘇陽支所
※2…沿線地域:案①～③の上段_山都町蘇陽支所、案①と案②の下段_山都町清和支所
※3…沿線地域の産業施設:JAかみましき清和支所
※4…沿線地域の産業施設:西臼杵森林組合（五ヶ瀬町）

評価項目 【案①】別線整備案<北側ルート> 【案②】別線整備案<南側ルート> 【案③】現道（国道218号）改良案

項目
最短ルートを基本に全線別線で整備し、走行性、速達性の向上を図る案 集落や産業施設にアクセスしながら全線別線で整備し、走行性、速達性の向上を図る案 国道218号の線形不良箇所を改良し、走行性、速達性の向上を図る案

延長 約14ｋｍ 自動車専用道路タイプ（設計速度:80ｋｍ/ｈ） 延長 約15km 自動車専用道路タイプ（設計速度:80ｋｍ/ｈ） 延長 約16ｋｍ 一般道路タイプ（設計速度:60ｋｍ/ｈ）

政

策

目

標

暮らし 現道（国道218号）の走行性、安全性 ○ ・別線整備により、線形不良箇所をすべて回避でき、走行性、安全性の向上が見込ま
れる ○ ・別線整備により、線形不良箇所をすべて回避でき、走行性、安全性の向上が見込まれる △ ・現道の線形不良箇所を改良し、走行性、安全性は向上するが、交差点が存在するため

他案より劣る

医療

沿線地域※1から熊本市内の第三次救急
医療施設（済生会病院）への搬送時間 ○ ・第三次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られる ○ ・第三次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られる △ ・第三次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られるが、案①、案②より劣る

沿線地域※2から熊本市内の第三次救急
医療施設（済生会病院）への安静搬送
（走行性）

△

・別線整備により、現道（国道218号）の線形不良箇所や信号交差点を回避でき、安静
搬送(走行性)の向上が見込まれる

・国道218号から離れた位置を通過するためアクセス性が低く、町道を経由した搬送と
なることから、安静搬送(走行性)は案②より劣る

○

・別線整備により、現道（国道218号）の線形不良箇所や信号交差点を回避でき、安静搬送
(走行性)の向上が見込まれる

・国道218号から近い位置を通過するためアクセス性が高く、国道218号から直接搬送でき
ることから、安静搬送(走行性)が向上する

×
・現道（国道218号）の線形不良箇所を回避するが、信号交差点は1箇所のみの回避とな

るため安静搬送(走行性)の向上は案①、案②より劣る

物流

沿線地域の産業施設※3から熊本市内の
積替え拠点までの移動時間 △ ・熊本方面への移動時間の短縮が図られるが、案②より劣る ○ ・熊本方面への移動時間の短縮が最も図られる △ ・熊本方面への移動時間の短縮が図られるが、案②より劣る

沿線地域の産業施設※4から熊本市内の
物流集積拠点までの走行性、安全性 ○ ・別線整備により、現道の線形不良箇所を回避でき、走行性、安全性の向上が見込ま

れる ○ ・別線整備により、現道の線形不良箇所を回避でき、走行性、安全性の向上が見込まれる △ ・現道の線形不良箇所を改良し、安全性は向上するが、交差点が存在するため走行性の
面で案①、案②より劣る

観光
熊本方面（嘉島JCT）から高千穂への
移動時間 ○ ・熊本方面（嘉島JCT）から高千穂への移動時間の短縮が図られる ○ ・熊本方面（嘉島JCT）から高千穂への移動時間の短縮が図られる △ ・熊本方面（嘉島JCT）から高千穂への移動時間の短縮は図られるが、案①、案②より劣

る

防災 災害時の代替路機能の確保 △
・別線整備により代替路が確保される
・国道218号から離れた位置を通過するため、指定避難所(山都町清和支所)からのアク

セス性が低い
〇

・別線整備により代替路が確保される
・国道218号から近い位置を通過するため、指定避難所(山都町清和支所)からのアクセス性

が高い
× ・現道利用のため代替路が確保されない

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境 大気質、騒音等 ○ ・現道から最も離れた位置を通過するため、生活環境（大気質、騒音、振動など）に
影響を与える可能性は最も小さい △ ・一部集落付近を通過するため、生活環境（大気質、騒音、振動など）に影響を与える可

能性は案③より小さい × ・現道周辺の集落付近を通過するため、生活環境（大気質、騒音、振動など）に影響を
与える可能性が大きい

自然環境 動物の生息地、植物の生育地への影響 △ ・別線整備により、地形改変を伴い、動植物の生息地へ影響を与える可能性がある △ ・別線整備により、地形改変を伴い、動植物の生息地へ影響を与える可能性がある ○ ・現道改良のため地形改変は他案に比べて少なく、動植物の生息地へ影響を与える可能
性が低い

移転が必要となる家屋等の数 ○ ・集落・市街地を概ね回避するため、家屋の移転等は最も少ない △ ・集落の周辺を通過するが、案③に比べて移転数は少ない × ・沿道に隣接する家屋が多く、移転数は最も多い

周辺からのアクセス利用 × ・国道218号沿線の集落・施設等からのアクセス性が低い △ ・国道218号沿線の集落・施設等からのアクセス性は高いが案③に劣る ○ ・国道218号沿線の集落・施設等からのアクセス性が高い

現道交通への影響、施工期間 △
・別線整備のため、現道交通への影響は少ない
・国道218号から離れた位置を通過するため、工事用進入路、仮設、仮橋設置などの追

加工事による施工期間が長くなる
○

・別線整備のため、現道交通への影響は少ない
・国道218号から近い位置を通過するため、工事用進入路、仮設、仮橋設置などの追加工事

による施工期間は短くなる
× ・現道交通を確保しながらの改良とするが、切り回しなどの影響で現道交通への影響が

生じる

発現の時期 △ ・部分的な開通が可能なため、段階的に効果発現が見込まれる △ ・部分的な開通が可能なため、段階的に効果発現が見込まれる ○ ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込まれる

整備に要する費用 × 約1,150～1,250億円 ○ 約950～1,050億円 △ 約1,050～1,150億円

[計画概要]
・路 線 名：九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）

・区 間：熊本県上益城郡山都町～熊本県上益城郡山都町

・概略延長：約１５ｋｍ ・車 線 数：２車線

・種級区分：第１種第３級 ・設計速度：８０ｋｍ／ｈ

・概ねのルート：図８案②のとおり

(参考)当該事業の経緯等
計画段階評価の状況
・R1. 9 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手

・R1.11～R2.1：第1回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）

・R3. 9 ：第2回九州地方小委員会

・R3. 9～12  ：第2回意見聴取（対応方針(複数案)の検討に際し重視する項目）

・R4. 1 ：第3回九州地方小委員会

・R4．1 ：対応方針（概略ルート・構造）の決定

地域の要望等
・R2.10 :熊本県知事・宮崎県知事が国土交通政務官、財務省に早期事業化要望
・R2.10 :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省に早期事業化要望
・R2.11 :熊本県知事・県議会議長が国土交通政務官に早期事業化要望
・R3.1  :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省に早期事業化要望
・R3.2  :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通大臣に早期事業化要望
・R3.5  :熊本県知事、県議会議長、期成会会長が国土交通大臣に早期事業化要望
・R3.6  :熊本県知事、大分県知事、宮崎県知事が国土交通大臣に早期事業化要望
・R3.7  :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省に早期事業化要望
・R3.10 :熊本県知事・宮崎県知事が国土交通省、財務省に令和４年度新規事業化要望
・R3.10 :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省、財務省に令和４年度新規事業化要望
・R3.10 :熊本県知事が国土交通副大臣、財務省に令和４年度新規事業化要望
・R4.2  :九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省に令和４年度新規事業化要望


